
　東京都千代田区立麹町中学校では、生徒の「自律」を教
育目標の１つに掲げ、「目的」と「他者」を意識した学びを、
あらゆる教育活動の根幹に置いている。工藤勇一校長は、
そのねらいを次のように語る。
　「社会に出れば、生徒は多様な他者とのかかわりの中で自
己実現を図っていくことになります。そのための基礎を築
けるよう、実社会と連動させた活動に力を入れています」
　１年次には、大学・専門学校訪問を中心に各自が関心の
ある学問や職業を探り、２年次には、企業と連携した探究学
習を通して職業観を深める。３年次には、修学旅行中に行っ
た取材などからツアー企画を立て、旅行会社に提案する。
　一連の活動では、社会に出て生きるスキルの習得に力を
入れる。議論の手法を外部講師から学び、問題を解決する
ための学び合いの場を数多く経験していく。

　そうした活動を重ねることで、生徒は目的意識や他者意
識を高めていく。例えば、文化祭では、「来場者全員に楽し
んでもらおう」という目標を掲げ、クラスや生徒会などで
それぞれ議論。小さな子どもから高齢者までみんなに喜ん
でもらえるよう、企画を練り上げていくという。
　２０１８年度は、「ヤングアメリカンズ」＊のワークショップ
を１・２年次で行う予定だ。生徒は英語で歌とダンスを学び、
最終日に全校生徒の前でショーを披露する。
　「他校のワークショップを視察した時、最初は恥ずかし
がっていた生徒が次第に積極的になり、最終日のショーを
目指して生き生きと主体的に動く姿に驚きました。本校の
生徒にとっても、自分の殻を破り、自身の可能性に気づく場
になると期待しています。そして、夢に向かって諦めずに
やり抜く力をより高めてほしいと願っています」（工藤校長）
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◎1947年開校。校訓は「進取の気性」。外部と連携した指導改
善を推進。生徒が大学生の指導を受けながら発展的な学習に取
り組む「麹中塾」などの課外活動も行う。

千代田区立
麹町中学校

＊世界各国の17～ 25歳の若者約300人で構成されるアメリカの非営利活動団体。音楽公演を行うとともに、子どもに歌とダンスを教えるプログラムを実施。

麹町中学校の教員の指導力向上の取り組みを、特集 P.18～21でご紹介しています。

校長　工藤勇一先生　　
生徒数　392 人　学級数　13 学級（うち特別支援学級１）
URL　https://www.fureai-cloud.jp/kojimachi-j

２年次に行う「スキルアッ
プ宿泊」では、企業の人
材育成部門の担当者らを
招き、ブレーンストーミン
グやＫＪ法、プレゼンテー
ションの仕方などをワーク
ショップ形式で学ぶ。クラ
スメートと話し合いを重ね
る中で、自分の考えを整理
し、聞き手により強く訴え
られるよう言葉を選んで発
表する生徒が増えていくと
いう。

３年生が、旅行会社に提案する「ツ
アー企画取材旅行」。修学旅行先
の京都・奈良をテーマにツアーを
企画し、修学旅行中にツアー先を
取材。それらをまとめてパンフレッ
トを作成し、旅行会社にプレゼン
テーションをする。ツアーの魅力が
伝わるよう、パンフレットの写真や
文章、レイアウトにも工夫を凝らす。

２年次には、様々な企業から出される「世界を変える新商
品や新サービスの開発」などの課題に取り組み、提案する。
例えば、建築メーカーからは「持続可能な家づくり」とい
う課題が出された。

日本大学法学部と連携して行う「模擬裁判」。裁判員役を
務めた３年生は、「事実を客観的に判断することの難しさ
と重要さを痛感した」と語った。

未来に
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学びの情景
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　科学技術やグローバル化の進展に
より、従来の常識は“常識”ではな
くなりつつあります。そうした流れ
は今後ますます進み、幸福をつかみ
やすい「安全な道」がどこにあるの
か分かりづらい時代になっていくで
しょう。そのため、従来は「不可能」
と考えられていたことにも、積極的
に向き合っていく必要があります。
　そうした意欲を生み出す第一歩は、
今の自分でも手の届く範囲でできる、
ちょっとした改善の継続です。徐々
に成功体験を積み重ね、自分の成長
を実感できるようになれば、新たな
可能性に気づき、以前は思い浮かば
なかった道も見えてきます。そうし
た未知への挑戦が、新しい成果につ
ながるのです。
　好きなことであれば、途中で困難
に直面しても、それさえも楽しみな
がら積極的に試行錯誤を重ね、従来
にないアイデアが得られるでしょう。
実際、グリーンバレーでは、発足以来、
遊び心が豊かな仲間たちと力を合わ
せながら、経済だけでなく、芸術や

文化といった多方面にわたる挑戦を
続け、公共事業に頼らない町づくり
を進めてきました。それができた大
きな要因の１つは、グリーンバレー
がＮＰＯ法人であることだと考えて
います。短期的な成果は求められな
い「余白」の多い組織の方が、「ワク
ワク感」を追究しやすく、新たな道
の発見につながると思うのです。
　１０年後、２０年後の未来を担う子ど
もを育てるためには、長期的な展望
を持つ必要があります。教育現場で
も、教科学力に直接的にはつながら

なくても、「余白」の部分を設けた方
がよいと思います。例えば、子ども
の豊かな感性を涵養するために、絵
画や音楽などの芸術作品に日常的に
接することができる環境を整えては
いかがでしょうか。また、先生方にも、
余白の部分を持ち、授業改善を始め
とする新しい取り組みに挑戦してい
ただきたいと願っています。そうし
た大人の姿を通じて、子どもも自分
の長所、さらには自分を取り巻く環
境や地域の魅力に目を向け、探究す
るようになるのではないでしょうか。
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余白の部分を設け、
子どもの感性を磨く
取り組みを
認定特定非営利活動法人グリーンバレー理事長
大南信也　おおみなみ・しんや

徳島県東北部の山間地に位置する神
かみ
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町の出身。スタンフォード大学大学院修
了。帰郷後、神山町国際交流協会を設立し、住民主導のまちづくりを推進する中、
同協会の改組により、２００４年から現職。地方自治法施行６０周年記念総務大
臣表彰（地方自治功労者）などを受賞。

２００４年に発足。「日本の田舎をステキに変える！」という目標の下、芸術家
や起業家の移住・ 起業支援といった多角的な地域創造を展開する。２０１１
年には、１９５５年の神山町誕生以来初となる転入超過の実現に貢献した。

近 未 来 への 布 石 　神山アーティスト・イン・レジデンス
国内外からアーティストを毎年３～５
人招き、神山町に滞在しながら作品を
制作してもらう取り組み。アーティス
トは、滞在期間中、地域の保育所や小・
中学校などの課外活動の講師を担当。
制作中の作品や創作テーマなど、自身
の芸術活動にかかわる内容の体験学習
を通して、子どもたちと交流する。写
真は、保育所で行われた切り絵・貼り
絵のワークショップの様子。写真左の
黒いズボンの女性がアーティスト。

地域創造を手がけるＮＰＯ法人からのメッセージ

認定特定非営利活動法人グリーンバレー　プロフィール
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